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We report the progress of research entitled Records of Personal Lives, a concept that involves storing information related 
to people. The aim of this research is to help people to understand people (ourselves and others) and to live better through an 
information science approach. This research includes (1) understanding people by using text and data and (2) personal 
archives.  

 

1. はじめに 
筆者の研究室では「個人の人生の記録」と題する研究を行っ

ている．本稿ではこの研究の概要と現在の進捗を報告する． 

2. 概要と目的 
「個人の人生の記録」は「人物に関連する情報の蓄積」という

意味である．本研究の目的は，情報学的に「人物（自己と他者）

の理解」と「人生（よく生きること）」を支援することである．情報学

的にというのは「情報の蓄積」を方法とする，という意味である．

本研究は，人物の理解の支援を目的とするという点と，人間の

認知モデルを参考にするという点で心理学や認知科学と関連

する． 
本研究は，(1) テキスト・データからの人物（自己と他者）の理

解と，(2) パーソナルアーカイブに分けて取り組んでいる． 
テキスト・データからの人物の理解では，既存のテキストやデ

ータを情報源として人物を理解する手がかりを抽出することによ

り，該当人物を理解することを支援する．パーソナルアーカイブ

では，人物に関連する情報を蓄積して後世に残す社会的なしく

みを検討している． 

3. テキスト・データからの人物の理解 
テキスト・データ（以下はテキストとする）からの人物理解につ

いては，(a) 自己に関するテキストからの自己の理解と，(b) 他者

に関するテキストからの他者の理解に分けられる．また，テキスト

の作成者によって，(1) 自己が作成と(2) 他者が作成に分けられ

る．(a-1), (a-2), (b-1), (b-2)の 4 つの組み合わせが考えられる． 
本稿では，研究プロジェクトの中，(1) 個人の外化記憶構築，

(2) Web 上の人物検索について述べる． 

3.1 個人の外化記憶構築 
個人的な記憶や情報を蓄積するために，個人の記憶を外化

してコンピュータ上に疑似的に蓄積する外化記憶という概念を

提案してきた．見る，聞く，考えるなどの人間の情報処理過程を

コンピュータ上に疑似的に蓄積することにより，自己の理解と，

記憶の想起や個人的な情報へのアクセスを支援する． 
プロトタイプとして、Memory-Organizer（図 1）を試作している． 
 

図 1：Memory-Organizer 
 

これまでに，思考内容などから外化記憶の作成，編集，探索

を支援する思考空間ブラウザ，Web 閲覧時の外化記憶の作成，

編集，探索を支援するオーバレイ Web ブラウザ，ユーザの時系

列の興味空間を作成して外化記憶の探索を支援する興味空間

ブラウザ，外化記憶を地理空間上に配置して探索を支援する地

理空間ブラウザ，外化記憶をカレンダー上に配置して探索を支

援するカレンダーブラウザ，ユーザの知識空間を作成して外化

記憶の想起を支援する知識空間ブラウザを試作した[村上 01, 
Murakami 04, Murakami 12a など]．外部入力として既存の Web
検索履歴，Twitter，メールなどから外化記憶を作成する機能を

開発した．実験により，興味空間ブラウザが自己の興味の理解

に役立つことや，興味空間と知識空間ブラウザが，過去の想起

に役立つことなどを確認した． 
本研究は，(a-1) 自己に関する自己作成のテキストからの自

己の理解に位置付けられる． 

3.2 Web 上の人物検索 
Web 上には人物に関する膨大なテキストが存在する．自己に

関する自己作成のテキスト，自己に関する他者作成のテキスト，

他者に関する自己作成のテキスト，他者に関する他者作成のテ

キストである．本研究ではこれらのテキストを利用して，人物を探

すとともに人物の理解の支援を目指している．すなわち，(a-1), 
(a-2), (b-1), (b-2) のすべてに相当する． 

これまでに，Web 人名検索結果を同姓同名人物に分離して，

2 次元空間[上田 07]や地図上[Murakami 09]に表示するインタ

フェース[村上 09]や，NDC を用いた人物ディレクトリ[Murakami 
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11]を試作した．人物を人間が識別するために都道府県やキー

ワード[上田 07]，職業関連情報[上田 09]，を抽出する手法を考

案した．どの情報が有用かを認知科学的に検討した[Murakami 
12b]．また，人物関連情報を履歴書形式で出力する手法を提

案し[上田 10], 人物の履歴情報を地図上に表示するプロトタイ

プを試作した[唐 13]．画面例を図 2 に示す． 

図 2：Web 上の人物検索 

4. パーソナルアーカイブ 
個人の人生の記録を後世に残すための社会的なしくみとして

パーソナルアーカイブを検討している．現在の日本の戸籍に基

づく試論として日本国民のパーソナルアーカイブ構想を提案し

た[村上 06 など]． 
パーソナルアーカイブのプロトタイプの一つとして，親族検索

システムとして利用可能な FamilyRetriever（図 3）を試作してい

る[村上 08, Murakami 12c] ．時系列の直系検索機能を実装す

るとともに，系図の表記法に関する実験を行っている． 
 

図 3：FamilyRetriever 

5. おわりに 
「個人の人生の記録」と題する研究の概要と現在の進捗を報

告した．本研究は情報学の研究であるが，冒頭に記したように

心理学や認知科学と関連する．また，人物検索とパーソナルア

ーカイブは図書館情報学と関連し，歴史学や人類学とも接点が

ある．パーソナルアーカイブは法制度の知識が必要である．現

時点では隣接する専門分野の知見を援用する一方であるが，

将来的にはこれらを含むひろく人文社会科学への貢献も行って

いきたい． 
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